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ＳＤＧｓとは？

持続可能な社会の為に今必要なこと。

　2015年9月25日、国連総会特別サミットで「持続可能な開発目標」が満場一致で採択されました。

「持続可能な開発目標」とは、社会、経済、環境の3つの側面を幅広く包括する、世界中の国々が達成に向けて努力すべき

17の目標と169のターゲットから構成されています。その策定プロセスには、国連機関・加盟国政府、世界中の市民、研究者、

企業等が参加しました。

「持続可能な開発目標」の主な特徴の一つに、先進国も対象とされる「普遍的目標」という点があり、途上国、先進国共に国内

レベルでの実施体制を構築し、実施を始めています。

日本では、2016年5月20日にSDGs推進本部の設立が発表され、安倍総理を本部長、全閣僚を構成員とする省庁横断的な体制が立

ち上がり、今後関係省庁および各種ステークホルダーが参加する円卓会議を経て、年内を目途にSDGs実施指針が策定される予定

です。

こうした中央政府レベルの動き以外にも、市民社会、企業、学術界などから様々なイニシアティブが立ち上がり、多様な連携が

進んでいます。これから広く国民や経済界に対する普及・浸透のための活動も展開されるでしょう。この日本国内の取り組みを

進めるにあたり、今後は特に地方自治体や地域レベルでの連携が重要になってきます。

ＳＤＧｓから考える高知の未来。


